
日評価規準

【知・技】…「知識・技能」の観点および学習指導要領との対応

【思・判・表】…,「思考・判断・表現」の観点および学習指導要領との対応

【主】―,「主体的に学習に取り組む態度」の観点

※◎は,重点指導事項に対応する評価規準を示す。
※学習指導要領との対応に示した記号は以下の通り。 (「◇言語活動」においても同様)

〔知識及び技能〕(1)…・言葉の特徴や使い方に関する事項 121… 情報の扱い方に関する事項 (31… 我が国の言語文化に関する事項
〔思考力・表現力・判断力等〕A…話すこと・聞くこと B…書くこと C…読むこと

単元の指導計画 E評価計画案

6年

月
単元・教材

既習事項との間違

●単元のねらい/◇言語活動

主な単習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

4

気持ちよく対話を続けよう

2時間(話聞2)

教科書 :P,10～ H

0相手の目的や自分が聞こうとする意図に応
じて,話 の内容を提え,対 話を続けていくこ

と力くできる。

◇ふだんの自分たちの対話について考えたこ

とや気になったニュースについて伝え合う。

1 これまでの学習を振り返り,教科書の例を

見て,互 いの考えを比較しながら対話を

続けるという学習課題を確かめる。

2 対話をどのように続けるのか,考えたこと

を伝え合う。
3 気になったニュースについて対話する。
4 対話して気付いたことを伝え合う。
5 よりよい対話の在り方について,学習した

ことを振り返る。

【知・技】
・言葉には,話し手と聞き手の間に好ま

しい関係を築き,継統させる働きがある

ことに気付いている。(1)ア

【思・半u・ 表】

◎「話すこと・聞くこと」において,互いの

立場や意図を明確にしながら話し合
い,考えを広げたりまとめたりしている。
A(1)オ

【主】
・暁習事項を確かめて学習訳題を明確

にし,学習の見通しを持って,積極的に

話の内容を捉え,二人で対話しようとし

ている。

4

原因と結果に着日しよう

2時間 (苔 2)

教科書:P12～ 13

0原因と結果の関係を把握して,目 的に応じ
て書くことができる。

◇原因と結果の関係が分かるような文章を書

く。B(2)ア

1 原因と結果の関係が分かるよう|こ 文を書く

という学習課題を確かめる。

2 3つの文章を読んで,気付いたことを伝え

合う。
3 教科書の例のほか,体験や知識を基にし

て,原因と結果の関係が分かるような文章

を書く。
4 原因と結果の関係の書き表し方につい

て,学習したことを振り返る。

【知・技】
。ある事象がどのような原因によつて起き

たのかを把握したり明らかにしたりして,

原因と結果の関係を見出し,結び付け

て捉えている。(2)ア

【思・判・表】

◎「書くこと」において,目 的や意図に応

じて簡単に書いたり詳しく書いたりし

て,考えが伝わるよう1こ 書き表し方を工

夫している。B(1)ウ

【主】
・既習事項を確かめて学習課題を明確

にし,学習の見通しを持って,積極的に

書き表し方を工夫して,文 章を書こうと

している。
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月
単元・教材 '

既習事項との関連

0単元のねらい/◇言緒活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

4

朗読で表現しよう

サボテンの花/生きる
。国語のノートの作り方

4時間 (説4)

教科書:P16～ 29

【言葉の力】

闘き手に伝わるように朗説を
‐

'‐

る

1既習事項との関潮

聞き手に伝わるように音読を

する。(5年「だいじょうぶ だ

いじょうち二J)

0自 分の感したことや考えたことが伝わるよう

に朗読することができる。

◇物語を朗読する。C(2)イ

つかむ

1 既習事項とこの単元の学習課題を確か

め,学習の見通しを立てる。

取り組む

2 「サボテンの花」「生きる」を読み,感じたこ

とや考えたことを話し合う。

3 朗読する作品を選び,感じたことや考えた

ことが聞き手に伝わるよう|こ 朗読する。

振り返る

4 作品を読んでどのようなことを考え,それ

をどう朗読で表現したかを振り返り,身 に

つけた「言ゴ葉の力」を確かめる。

【知・技】
・比喩や反復などの表現の工夫に気づ

いている。(1)ク

・自分が思つたことや考えたことを踏まえ

て,朗 読している。(1)ケ

【思・判・表】

◎「読むこと」において,物 語や詩の全

体像を具体的に想像したり,表現の効

果を考えたりしている。C(1)エ

。「読むこと」において,作 品を読んで理

解したことに基づいて,自 分の考えをま

とめている。C(1)オ

【主】
。学習経験や読書経験を振り返つて学習

課題を明確にし,学習の見通しを持つ

て物語や詩の全体像を具体的に想像

したり,表 現の効果を考えたりして,朗

読しようとしている。

4

図書館へ行こう

2時間 (知 技2)

教科書:P30～33

1既習事項との関劇
日本十進分類法や,図書館

に置かれているさまざまな資

料について理解を深める。

(5年「図書館へ行こうJ)

0地域の図書館や社会教育施設の使い方を
知り,必要なときに活用することができる。

1 地域の図書館や社会教育施設について

知るという学習課題を確かめる。

2 さまざまな社会教育施設の特徴や機能を

確かめる。
3 地域の図書館や社会教育施設の使い方

について,学習したことを振り返る。

【知・枝】

◎ 日常的に読書に親しみ,読書が,自

分の考えを広げることに役立つことに気

付いている。(3)オ

【主】
・学習課題に沿つて,進んで読書の意義

を実感し,図書館や社会教育施設の使

い方を知ろうとしている。

。社 会 科 ,理 科

等で,調 べる学

習を行う際に ,

図 書館 の本 を

用いて調べる。

4

筆者の論の進め方を確

かめよう

イースター島にはなぜ森

林がないのか

7口寺問 (説 5苔 2)

教科密:P34～ 45

【言葉の力】

論の進め方をとらえる

【おさえる】

原因と結果

1既習事項との関劇

要旨を捉える。(5年「蛋l力物た

ちが教えてくれる海の中のく

らしJ)

0文 の や の論の進

め方についての考えをまとめることができ

る。

◇筆者の論の進め方について考えたことを話

し合つたり文章にまとめたりする。C(2)ア

1 これまでの学習を振り返つて,筆者の論の

進め方について考えるという学習課題を

明確にし,学習の見通しを立てる。

取り組む

2「イースター島になぜ森林がないのか」を

読み,文 章の構成と要旨を押さえ,筆 者

の主張を捉える。

3 イースター島から森林が失われた過程と

その原因を読み取りながら,筆 者の論の

進め方について考える。

4 筆者の論の進め方に対する自分の考えを

話し合い,文章にまとめる。

振り返る

5 筆者の論の進め方について,どのような

点が工夫されていたかを振り返り,身 につ

けた「言葉の力」を確かめて,これからの

学習に生かしていこうという意識を高め

か

【知・技】
・文章の中から原因と結果の関係を見出

し,結び付けて捉えている。12)ア

【思・判・表】
・「読むこと」において,事実と感想,意見

などの関係を叙述を基に押さえ,文 章

全体の構成を捉えて要旨を把握してい

る。C(1)ア

◎「読むこと」において,書き手は自分の

考えをより適切に伝えるために,どのよ

うに論を進めているのかということを考

えている。C(1)ウ

。「書くこと」において,考えと理由や事例

などのつながりや配列を意識して文章

の筋道を整えている。B(1)イ

【主】
・既習事項を振り返つて学習課題を明確

にし,学習の見通しを持って粘り強く筆

者の論の進め方について考えて,話 し

合つたり文章にまとめたりしようとしてい

る。

・理科において ,

原 因 と結 果 の

関係を考えて ,

実験 の考察 を

文 章 にまとめ

る。
・学級活動で 白

分 の 考 えを述
べたり提案した

りする。
・書かれているテ

キストの論じ方

を考えながら・l背

報を読み取る。

(情 報 活 用 能

力)
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言:吾活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)

他教科等との関連

5

さまざまな熟語

2時間(知技2)

教科書:P46～ 47

1既習事項との関剖
熟語の構成や使い方につい

て理解する。(5年「熟語を使
おうJ)

0三字以上の熟語の構成について理解するこ

とができる。

1 三字以上の熟語の構成について理解す

るという学習課題を確かめる。
2 三字熟語の構成と意味を理解する。

3 四学以上の熱語の構成と意味を理解す

る。

4 学習を振り返り,三字以上の熟語の構成

についての理解を確かめる。

【知。技】
。第6学年までに配当されている漢字を

漸次書き,文や文章の中で使ってい

る。(1)エ

◎漢字の特質などについて理解してい

る。(3)ウ

【主】
・学習課題に沿つて,積極的に漢字の特

質などを理解しようとしている。

5

友達の意見を聞いて考え

よう

4時間 (話聞4)

教科書:P48～ 51

【言葉の力】

話し手の考えと自分の考えを

比べる

意図を明確にして聞く。(5年
「欠イIりたいことを聞き出そうJ)

0他の人の意見と自分の意見を比較して,自

分の考えをまとめることができる。
◇メディアの使い方に関する質問について,友

達の意見を聞いて考える。A12)イ

つかむ

1 これまでの学習を振り返って,話し手の考

えと自分の考えを比べて聞くという学習課

題を確かめ,学習の見通しを立てる。

取り組む

2 質問に対する自分の答えを考えて,聞くと

きイこ気を付けることを確かめる。

3 教科書 P.50の話を聞く。
4 友達と意見を聞き合う。

5 友連の意見を基にして,自 分の考えをまと

める。

振り返る

6 他人の慧見を聞き,それを自分の考えに

どう生かしたかを振り返り,身 につけた「言

葉の力」を確かめ,これからの学習に生か

そうという意識を高める。

【知・技】
・複雑な事柄を分解して捉えたり,類似

する点を基にして他のことを類推したり

して情報と情報を関係付けている。(21イ

【思・半J・ 表】

◎「話すこと・聞くこと」において,話の内

容を捉え,話し手の考えと比較しなが

ら,自 分の考えをまとめている。A(1)エ

【主】
・経験や既習事項を想起して学習課題

を確かめて,単 元の学習の見通しを持

つて,積極的に話の内容を捉えて自分
の考えと比較し,自 分の考えをまとめよ

うとしている。

・理科において,

実験結果の予

想を話し合う。
・児童会の時間

での話し合いの

際,発言を関係

付け,整理した

うえで自分の考

えを持 つ。('l奇

報活用能力)

6

防災ポスターを作ろう

7時 i門 (書 7)

教科答:P52～ 57

【言葉の力】

表現の効果を考えて報告す

る

【おさえる】

図表やグラフを使う

1既習事項との関劇

資料を活用して報告する。

(5年「環境問題について報

告しよう」)

0読み手の興味を引くような表現の効果を考
えて,書き表し方を工夫することができる。

◇資料を用いて防災を呼びかけるポスターを

作る。B(2)ア

つかむ

1 これまでの学習を振り返つて,表現の効果

を考えて書き表し方を工夫するという学習

課題を明確にし,見通しを立てる。

取り組む

2 調べて集めた情報を整理する。

3 どのよう1こ情報を配避するのかを考え,ポ
スターの部Iり 付けを考える。

4 割付けを基に,キャッチコピーや見出しを

考えてポスターにまとめる。

5 完成したポスターを読み合う。

辰り返る

6 どのような点に気をつけてポスターを作つ

たかを振り返り,身 につけた「言葉の力」を

確かめて,これからの学習や生活に生か

そうという意識を高める。

【知・技】
・情報と情報との関係付けの仕方を理解

し,使っている。(2)イ

【思・判・表】
。「書くこと」において,目 的や意図に応じ

て,書くことを選び,集めた情報を整理

し,伝えたいことを明確にしている。
B(1)ア

◎「書くこと」において,図表やグラフなど

を用いて,自 分の考えが伝わるように書

き表し方を正夫している。B(1)エ

【主】
。これまでに学習したことを振り返って学

習課題を明確にし,学習の見通しを持

つて粘り強く書き表し方を工夫して,ポ
スターを作ろうとしている。

。社 会科 で ,政
治 について調
べたことをポス

ター で発 表 す

る。
・保健で,病気の

予防 について

調べたことをま

とめる。
,図 鑑や本など

か ら情 報 を得

る。(.l青 報活用

能力)
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【知・技】
・図示することによつて情報を整理するこ

とを理解しイ吏つている。修)イ

【思・判・表】

◎「読むことJにおいて,登場人物の相

互関係や心情などについて,描写を基

に捉えている。C(1)イ

・「読むことJにおいて,登場人物の人物

像を具体的に想像している。C(1)エ

。「書くこと」において,自 分の考えが伝わ

るように,事実と感想や考えとを区別し

て書いている。B(1)ウ

【主】
・学習経験や読書経験を振り返って学習

課題を明確にし,学習の見通しを持つ

て,進んで登場サ・人物の相互関係や心

情などを捉えて,考えたことを伝え合お

うとしている。

6

人物どうしの関係を考え

よう

風切るつばさ

【言葉の力】

人物の関係と心情の変化を

とらえる      
′

1既習事項との関迎

人物像を想像する。(5年「大

造じいさんとがん」)

7時間(読 5書 2)

教科書:P,58～ 68

0人物どうしの関係を手がかりに,人物の心

情を考えながら読むことができる。

◇物語を読み,考えたことを伝え合う。C(21イ

つかむ

1 既習事項を振り返つて,人物の関係と心

情の変化を捉えるという学習課題を明確

にし,学習の見通しを立てる。

取り組む

2「風切るつばさJを読み,物語の出来事を

押さえ,人物どうしの関係を捉える。

3 人物どうしの関係を,沓まえながら,クルル

とカララの心情とその変化について考え

4 人物の心情の変化について気付いたこと

を振り返り,身につけた「言葉の力Jを確か

める。

る。

振り返る

【知,技】

◎語句の構成や変化について理解し,

語彙を豊かにしている。(1}オ

【主】
・学習課題に沿つて,積極的に複合語に

ついて理解し,語彙を豊かにしようとし

ている。

6

複合語
。ことばあつめ

1既習事項との関遡

和語。漢語。外来語について

理解する。(5年「和語,漢
語,外来語J)

2時間(知技2)

教科書 :P.70～72

●複合沼の構成と特徴について理解すること
力tできる。

1 複合語の構成と特徴について理解すると

いう学習課題を確かめる。

2 さまざまな言葉の組み合わせの例を知る。

3 身の回りから複合語を探す。

4 複合語の特徴や,複合語を使うよさにつ

いて考えて,学習したことを振り返る。
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言舗活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との間違

6

インターネットの議論を考

えよう

インターネットの投稿を読

み比べよう

7F寺開 (説 5春2)

教科書 IP,74～84

【言葉の力】

説得のくふうを読み取る

1既習事項との関劇

書かれていることを多角的に

とらえる。(5年「弱いロボット」
だからできること)

0複数の文章を読み比べて,それぞれの説得
の工夫を読み取ることができる。

◇インターネットの投稿を読み比べて,説得の

工夫を考える。C12)ア

1 これまでに学習したことやインターネット1こ

まつわる自分の経験や知識を振り返り,説

得の工夫を読み取るという学習課題を明

確にして,見通しを立てる。

取り組む

2 投稿 1～ 11を読み比べて,説得の工夫や

効果について考える。
3 投稿 1～ Hの 中から,自 分が納得できる

意見や主張を選択する。
4 自分の意見を文章にまとめる。

振り返る

5 それぞれの投稿の説得の工夫をどうやっ

て読み取つたかを振り返り,身 につけた
「言葉の力」を確かめ,普段の日常生活の

中に生かそうという意識を高める。

か

【知・枝】
・様々な表現の工夫に気づいている。

(1)ク

・情報と情報との関係付けの仕方を理解

し使っている。(2)イ

【思・半J・ 表】

◎「読むこと」において,書き手は自分の

考えをより適切に伝えるために,どのよ

うな理由や事例を用いることで説得力

を高めようとしているのかについて考え

ている。C(1)ウ

。「読むこと」において,文 章を読んで理

解したことに基づいて,自 分の考えをま

とめている。C(1)オ

・「書くこと」において,目 的や意図に応じ

て簡単に書いたり詳しく書いたりしてい

るとともに,自 分の考えが伝わるように

書き表し方を正夫している。B(1)ウ

【主】
・これまでに学習したことや経験を振り返

つて学習課題を明確にし,学習の見通

しを持って,積極的に説得の工夫につ

いて考えて,文章を読み比べようとして

いる。

・社会科で新聞
の投書や社説
を読む。

・情報を比較す
る。(情 報活用
能力)

。インターネットを
主とした情報社

会に参画する

態 度 を養 う。
(情 報活 用能

力)

7

本は友達

2H寺‖硼(琵12)

教科書 IP 86～93

0読書の意義を知り,自 分の興味に応じた本

を選んで読むことができる。

1 読みたい本を探して読むという学習課題

を確かめる。

2「 六年生の本だな」や ,P,92・ 93で紹介し

ている本などを手がかり1こ して,読みたい

本を探して読む。

3 自分の興味応じてどのよう|こ 本を選んで

読むことができるのかを振り返り,これから

の学習や読書生活に生かしていく意識を

高める。

【知・技】

◎ 日常的に読書に親しみ,読書が,自

分の考えを広げることに役立つことに気

付いている。(3)オ

【主】
・学習課題に沿つて,進んで幅広く読書

に親しみ,多様な本を読もうとしている。

・生活の中の読

書に生かす。
・学級活動や道

徳で学校 図書

館を活用する。
,主体的に学校

図書館や他 の

公共施li設 を活

用する。
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言語活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

9

詩を読もう

いま夕合まる新しいいま

1時間(読 1)

教科書IP 96～ 97

1既習事項との関劇

場面の様子や人物の気持ち

を想像しながら,詩を音読す

る。(5年「ふしぎ/よかつた

なぁ」)

0詩を読み味わい。感じたことや考えたことを

友達と伝え合い.自 分の考えをまとめること

ができる。

◇詩を音読する。C(2)イ

1 詩を読んで感じたことや考えたことを伝え

合うという学習課題を確かめる。

2 詩の構成や表現に着目し,詩に描かれて

いる.l背 景や作者の思いについて考え,友

達と伝え合う。

3 友連と互いの考えを伝え合い,話し合つ

て考えたことを基に,詩を音読する。

4 どのような表現からどのようなことを感じた

り考えたりしたかを振り返る。

【知・技】
・比喩や反復などの表現の王夫に気付

いている。(1)ク

・声の大きさや抑揚,速さや間の取り方

などの技能を生かして音読している。

(1)ケ

【思・半1・ 表】

◎「読むこと」において,詩を読んで理解

したことに基づいて,自 分の考えをまと

めている。C(1)オ

・「読むこと」において,詩を読んでまとめ

た意見や感想を共有し,自 分の考えを

広げている。C(1)カ

【主】
。これまでに読んできた詩や経験を振り

返つて学習課題を明確にし,他の児童

と意見と交換して自分の考えを深め ,

詩を普読しようとしている。

9

話し合つて考えを深めよ

つ
。生活の中の言葉

6口寺F呵 (言西日硝6)

教科苔 :P,98～ 106

【言葉の力】

立場を明確にしながら話し合

う

1既習事項との関潮
・話し手の考えと自分の考え

を比べる。(6年「友達の意

見を開いて考えよう」)

・意図を明確にしながら計画

的に話し合う。(5年「問題を

解決するために話し合お

う」)

●互いの意見を分類したり整理したりして,計

画的に話し合い,考えを広げたりまとめたり
することができる。

◇身の回りの言葉に関する話題について,異

なる立場の人と話し合う。A12)ウ

つかむ

1 これまでの学習や話し合いの経験を振り

返って,立場を明確にして話し合うという

学習課題を確かめ,学習の見通しを立て

る。

取り組む

2 話題を選び,自 分の立場を決める。

3 話し合いの計画を立てる。

4 話し合いの計画に沿つて,選んだ話題に

ついて話し合う。

振り返る

5 単元の学習を振り返る。

【知・枚】
・話し言葉と書き言葉の違いに気付いて

いる。(1)イ

。.l背 報と'l青 報の関係付けの仕方について

理解し使つている。121イ

【思・半1・ 表】
・「話すこと。開くこと」において,話し手の

目的や自分が聞こうとする意図に応じ

て,話の内容を捉え,話し手の考えと比

較しながら自分の考えをまとめている。

A(1)エ

◎「話すこと・聞くこと」において,互いの

立場や意図を明確にしながら計画的に

話し合い,考えを広げたりまとめたりし

ている。A(1)オ

【主】
。これまでの学習や経験を振り返って学

習課題を明確にし,学習の見通しを持

つて,粘り強く計画的に話し合い,考 え

を広げたりまとめようとしている。

・総合的な学習
の時 間 にお け

る,様々な立場

か らの 話 し合
い 。

9

場面に応じた言葉づかい
。言葉は変わる

3時間 (知技3)

教科書,P108～ Hl

1既習事項との関割

敬語の役割や種類を知り,

場面に応じた適切な使い方

を理解する。(5年「敬語の使
い方J)J

0相手や場面に応した言葉遣いを理解し,適

した言葉を選んで使うことができる。

1 場面に応じた言葉遣いについて考えると

いう学習課題を確かめる。

2 場面に応じてどのような言い方をすればよ

いか考えながら言葉を使い分け,そのよさ

を確かめる。
3 学習を振り返り,相 手や場面に応じた言

葉遣いについて理解したことを確かめる。

【知・技】

◎日常よく使われる敬語を理解し使い慣

れている。(1)キ

。時間の経過による言葉の変化や世代

による言葉の違いに気付いている。

(3)ウ

【主】
・ふだんの言葉遣いを振り返つて学習課

題を確かめ,進んで敬語を理解し使い

償れようとしている。

6年 -7



月
単元・教材

既習事項との間違

●単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価親準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

物語を読んで,考えたこ

とを伝え合おう

海のいのち

10H手開 (読 8書功

教科誉IP n2～ 127

【言葉の力】

物語が自分に最も強く語りか

けてきたことを考える

1既習事項との関潮

人物の関係と心憎の変化を

とらえる。(6年「風切るつば

さJ)

0物語が自分に最も強く語りかけてきたことを
考え,考えたことを文章にまとめることがで

きる。

◇物語を読んで考えたことを伝え合う。C(2)イ

1 既習事項を振り返って,物語が最も強く語

りかけてきたことを考えるという学習課題を

確かめて,学習の見通しを立てる。

取り組む

2「海のいのち」を読み,物 語で起こる出来

事と中心人物の変化について考える。
3 物語が自分に最も強く語りかけてきたこと

を短い言葉でまとめ,伝え合う。

振り返る

4 物語が自分に最も強く語りかけてきたこと

がどんなものだったかを振り返り,身につ

けた「言葉の力」を確かめる。

か

【知・技】
・読者として自分が思つたことや考えたこ

とを踏まえ,表現性を高めて胡読してい

る。(1)ケ

【思。半u・ 表】
。「読むこと」において,人物像や物語の

全体像を具体的に想像したり,表 現の

効果を考えたりしている。C(1)エ

◎「読むこと」1こおいて,文章を読んで理

解したことに基づいて自分の考えをまと

めている。C(1)オ

・「書くこと」において,事実と感想,意見

とを区別して書いているなど,自 分の考

えが伝わるように書き表し方を正夫して

いる。B(1)ウ

【主】
・学習経験や読書経験を振り返って学習

課題を確かめ,学習の見通しを持っ

て,粘り強く文章を読んで理解したこと

に基づいて自分の考えをまとめ,伝え

合おうとしている。

10

漢文に親しむ
。日本の文字

3時間 (書 3)

教科書:P,128～ 133

1既習事項との関劇

古文の
'劉'き

を味わう。(5年
「古文に親しもうJ)

0漢文を音読し,言葉の響きやリズムなどに
親しむことができる。

◇漢文を読んで感じたことや考えたことを文章
にまとめる。

1 漢文を音読し,その言葉の響きやリズムに

親しむという学習課題を確かめる。
2 教科書に取り上げられている漢文を音読

し,漢文について知る。
3 次子きな漢文を一つ選び, 選んだ理由や

気に入つているところを文章にまとめる。
4 漢文の言葉の響きやリズムについて,学

習したことを振り返る。

【知・技】

◎親しみやすい漢文を音読し,言葉の

響きやリズムに親しんでいる。13)ア

・仮名及び漢字の出来,特質などについ

て理解している。13)ウ

【思・判・表】
・「書くこと」において,感 じたことや考え

たことから書くことを選び,伝 えたいこと

を明確にしている。B(1)ア

【主】
,これまでに学習したことを振り返つて学

習課題を明確にし,積極的に漢文の言

葉の響きやリズムに親しみ,感じたこと

や考えたことを文章にまとめようとしてい

る6

10

文と文とのつながり

2時間 (知技2)

教科書:P134～ 136

1既習事項との関劇
文の構成の理解する。(5年
「文の組み立てをとらえよう」)

0接続語句や文末表現などに注目し,文と文
との接続の関係を提えることができる。

1 これまでの経験や言語活動を想起し,文

と文との接続の関係について考えるという

学習課題を確かめる。
2 意味を分かりやすくするための文と文との

つなげ方の工夫を知る。
3 これまでに学んだ教材文から,つなげ方

の工夫を見つけ,ノートにまとめる。
4 文と文とのつながり1こついて気をつけると

よいことを自分の言葉でまとめ,学習した

ことを振り返る。

【知・技】

◎文と文との接続の関係について理解

している。(1)カ

【主】
,学習課題を確かめ,粘り3盆く文と文との

関係について理解しようとしている。

9
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月
単元・教材

既習事環との間違

●工元のねらい/◇言籠活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との間違

刊O

町の未来をえがこう

町の幸福論――コミュニ

ティデザインを考える
。情報を活用するときに

気をつけよう

13R寺 I門 (読8a舌聞5)

教科書:P138～ 157

【言葉の力】

・情報を関係付けて活用する
。プレゼンテーションをする

1既習事項との関劇
・論の進め方をとらえる。(6

年「イースター島にはなぜ

森林がないのかJ)

・図表やグラフを使う。(6年

「防災ポスターを作ろう」)

●複数の資料を読み,必要な情報を関係付け

ながら,それらを目的に応して活用すること

力`できる。

●自分の考えを伝えるために1構成を工夫し

たり資料を活用したりするなどの工夫をして

発表することができる。

◇資料を基に自分たちの町の未来について考

え,プレゼンテーションをする。

A12)ア ,C(2)ウ

つかむ

1 これまでの学習や経験を振り返つて,自 分

たちの町の未来について考えるという学

習課題を確かめ,学習の見通しを立てる。

取り組む

2 「町の幸福論」を読んで,自 分たちの町に

ついて考える。

3 町づくり1こ ついて調べて,提案を考える。

4 プレゼンテーションを作成して発表し合

い,意見の交流をする。

振り返る

5 どのような情報をどう関係付けたか,どの

ような工夫をしてプレゼンテーションをした

かを振り返り,身につけた「言葉の力」がど

んな場面に役立つかを考え,これからの

学習に生かそうという意識を高める。

【知・技】
。.l青 報と情報の関係付けの仕方,図など

による語句と語句との関係の表し方を

理解し使つている。121イ

【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」において,目 的に

応じて,集めた材料を分類したり関係

づけたりして,伝 え合う内容を検討して

いる。A(1)ア

◎「話すこと・聞くこと」において,資料を

活用するなどして,自 分の考えが伝わ

るように表現を工夫している。A(1)ウ

◎「読むこと」において,目 的に応じて,

文章と図表などを結びつけるなどして

必要な情報を見付けたり,論 の進め方

について考えたりしている。C(1)ウ

。「読むこと」とこおいて,文章を読んでまと

めた意見や感想を共有し,自 分たちの

考えを広げている。C(1)カ

【主】
。これまでの学習や経験を振り返つて学

習課題を明確にし,学習の見通しを持

つて,粘り強く必要な情報を見付けた

り,積極的に表現を工夫したりしなが

ら,町の未来について考えたことをプレ

ゼンテーションしようとしている。

・社 会科 で ,住
民の願 いを実

現している町づ

くりについて調
べる。

・総合的な学習
の時 間での発

表。
・様々なメディア

を使い,複数の

情 報を関係 付

け て 考 える。

(情 報 活 用 能

力 )

刊¬

世界に目を向けて意見文

を書こう
。目的や意図に応じた

書き方

7時間 (欝 7)

教科書I P 158～ 164

【言葉の力】

説得力のある意見文を書く

1既習事項との問劇

表現の効果を考えて報告す

る。(6年「防災ポスターを作

ろう」)

0事実と感想、意見を区別して書き,説得力を |

持つように書き表し方の工夫をして文章を

書くことができる。

◇児童労働やフエアトレードに対する自分の

考えを意見文にまとめる。B(2)ア

1 これまでの学習を振り返つて,説得力のあ

る意見文を書くにはどのような工夫ができ

るかという学習課題を明確にし,学習の見

通しを立てる。

取り組む

2 フェアトレードイこ関する情報を収集し,フェ

アトレードについての考えを深める。

3 主張を考え,効果的な資料の活用や構成

を意識して,構成メモを書く。

4 意見文を書く。

振り返る

5 どのような工夫をして意見文を書いたかを

振り返つて,身 につけた「言葉の力」がど

んな場面に役立つかを考え,これからの

学習に生かそうという意識を高める。

か

【知・技】
・思考に関わる語句の量を増し,話や文

章の中で使つている。(1)オ

・原因と結果など情報と'l奇 報との関係に

ついて理解している。(2)ア

【思・半け・表】
。「書くこと」において,筋道の通つた文章

となるように,文章全体の構成や展開を

考えている。B(1)イ

◎「書くこと」において,目 的や意図に応

じて,事実と感想 ,意見を区別して書

き,自 分の考えが伝わるよう1こ 書き表し

方を工夫している。B(1)ウ

。「書くこと」において,資料を引用したり

図表やグラフを用いたりして,書き表し

方を工夫している。B(1)エ

【主】
・これまで学習したことや経験を振り返つ

て学習課題を明確にし,粘り強く自分

の考えが伝わるような書き表し方の工

夫を考えて,意見文を書こうとしている。

・社 会 科 で ,現
代社会のさまざ

まな課題 につ

いての 意 見を

述べる。
・資料を活用して

考えを述べる。

(情 辛R活 用 能

力)
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月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言話活動

主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との関連

12

関連する作品を読んで、

すいせんしよう
ヒロシマのうた

8口守問 (説 6密 2)

教科書:P,166～ 189

【言葉の力】

関連付けて読む

1既習事項との関劇

本と本とのつながりを見つけ

る。(5年「友連といつしょに,

本をしょうかいしよう」)

0戦争や平和について書かれた作品を読み,

それらを関連付けて自分の考えを深めるこ
と力`できる。

◇複数の作品を読み,推薦のためのカードを
書いて内容を説明したり,考えたことを伝え

合つたりする。C(2)イ

つかむ

1 既習事項やこれまでの読書経験を想起し

て,複数の作品を関連付けて読むという

学習課題を明確にして,学習の見通しを

立てる。

取り組む

2「ヒロシマのうた」と,戦争と平和をテーマ

にしたほかの作品を,並行して読んでい

く。
3 読んだ作品から推薦したいものを選び ,

「すいせんカード」を作つて紹介する。

振り返る

4 「ヒロシマのうた」と他の作品を関連付けて

読んでどのようなことを思つたり考えたりし

たかを振り返り,身 につけた「言葉の力」を

確かめる。

【知・技】
・読書が,自 分の考えを広げることに役
立つことに気付いている。(3)オ

【思・判・表】
・「読むこと」において,物語の全体像を

具体的に想像したり,表現の効果を考

えたりしている。C(1)エ

◎「読むこと」において,文章を読んでま

とめた意見や感想を共有し,自 分の考

えを広げている。C(1)カ

。「書くこと」において,本や文章などから

引用して,自 分の考えが伝わるよう1こ 書

き表し方を工夫している。B(1)エ

【主】
。これまでの学習経験や読書経験を振り

返って学習課題を明確にし,積極的に

文章を読んでまとめた意見や感想を共

有して,自 分の考えを広げようとしてい

る。

社 会科 で ,戦
争と人々の暮ら

しについて考え

る。

12

読書とわたし

2時間(読 2)

教科書:P190～ 193

【言葉の力】

誘群生活を豊かにする

1既習事項との関遡

物語が自分に最も強く語りか

けてきたことを考える。(6年
「海のいのち」)

0これまでの読書生活を振り返り,自 分と読書
との関係を捉え直し,読書生活を豊かにす
ることん(できる。

◇自分にとつて大切な一冊について友連と伝

え合う。

つかむ

1 これまでの読書生活を振り返つて,本や読

書と自分との関わりを考えるという学習課

題を明確にする。

取り組む

2 自分と本との関わり方を振り返り,自 分に

とっての「大切な一冊卜」を決める。

3 「大切な一冊卜」と,それを選んだ理由につ

いて,友達と伝え合う。

4 友連と話したことを基にして,これからの

読書生活について考える。

振り返る

5 単元の学習を振り返って身についた「言

葉の力」を確かめ,これからの読書生活に

生かしていこうという意識を高める。

【知・技】
。日常的に読書に親しみ,読書の意義を

より強く実感している。(3)オ

【思・判・表】

◎「読むこと」において,文章を読んでま

とめた意見や感想を共有し,自 分の考

を広げている。C(1)カ

【主】
。これまでの読書生活を振り返つて学習

課題を明確にし,学習の見通しを持っ

て積極的に意見や感想を共有し,自 分
の考えを広げようとしている。

6年 -10



いにしえの言葉に学ぷ

3時間(書 3)

教科書:P.196～201

1既習事項との関劇

昔の人のものの見方や考え

方を知る。(5年「古文のえが

く四季J)

0昔の人のものの見方や考え方を知り,それ

を,現代に生きる自分たちと結び付けて考
えることができる。

◇これまでに出会つた昔の人の言葉から,最

も心に残つたものを選んで文章を書く。

B(21ウ

1 昔の人のものの見方や考え方を知るという

学習課題をつかみ,学習の見通しを立て

る。
2「昔の人からの手紙」と教科書に挙げられ

ている古典の名言を読み,昔の人のもの

の見方や考え方と,現代の自分たちとの

関係を考える。

3 心に残つた古典の名言を選び,自 分の経

験や知識と結び付けて文章にまとめる。

4 昔の人のものの見方や考え方からどのよう

なことを考えたかを確かめ,学習を振り返

る。

【知・故】

◎古典について解説した文章を読んだ

り作品の内容の大体を知ったりすること

を通して,昔の人のものの見方や感じ

方を捉えている。13)イ

【思・半1・ 表】   ' 1
イ書くことJにおいて,自 分の考えたこと

が伝わるように,文章全体の構成や展

開を考えている。B(1)イ

【主】
・学習課題に沿つて見通しを持ち,進ん

で昔の人のものの見方を提えようとして

いる。

1

0比喩や反復,倒置などの表現の工夫につい

て理解することができる。

1 様々な表現の工夫について考えるという

学習課題を確かめる。

2 表現の仕方の違いと効果を知る。

3 学んだ表現の仕方を用いて,以前書いた

日記や作文を書き直す。

4 表現の工夫の仕方やその効果について,

自分の言葉でまとめ,学習を振り返る。

【知・技】
・語感や言葉の使い方に対する感覚を

意識しながら,語や語句を使つている。

(1)オ

◎比喩や反復,倒 置などの表現の工夫

に気付いている。位)ク

【主】
・学習課題にそつて粘り強く,表 現の工

夫について理解しようとしている。

1

表現をくふうする

。ことばあつめ

2時間(知技2)

敦科書:P,202～204

6年 -11



月
単元・教材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言富吾活動

主な学習活動

単元の評価規率

(学習指導要領との対応)
他教科等との閥速

1

心が動いたことを十七音
で表そう

4日手「η(書 4)

教科書:P206～ 209

【言葉の力】

発見や感動を俳句で表す

1既習事項との問劇

発見や感動を短歌で表す。

(5年「心が動いたことを三十
一音で表そうJ)

0生活の中から題材を選び,言葉の選択や順
序を工夫して,発見や感動を俳句で表すこ
とができる。

◇心が動いたことを俳句で表す。B(2)イ

つかむ

1 これまでの学習を振り返って言葉を吟味し

俳句を作るという学習課題を明確にし,学

習の見通しを立てる。

取り組む

2 教科書の句を基に,俳句の表現や句の情

景についての感想を交流する。

3 季節を感じる言葉などから連想を広げ ,

題材を集める。

4 集めた題材を基に,表現を正夫して俳句

を作る。

5 書いた俳句を読み合い,表現のよさや工

夫を見つけて共有する。

振り返る

6 どのような表現の工夫をして俳句を作つた

かを振り返り,身についた「言葉の力」を確

かめる。

【知・技】
・語感や言葉の使い方に対する感覚を

意識して,語や語句を使つている。(1)オ

【思・判・表】

・「書くこと」において,目 的や意図に応じ

て,感じたことや考えたことなどから書く

ことを選んでいる。B(1)ア

◎「書くこと」において,文章全体の構成

や書き表し方などに着日して,文や文章

を整えている。B(1)オ

・「書くこと」において,文章に対する感想

や意見を伝え合い,自 分の文章のよい

ところを見付けている。B(1)カ

【主】
。これまでの学習や経験を振り返つて学

習課題を明確にし,粘り強く言葉の選

択や順序を工夫して,俳句を作ろうとし

ている。

司

さまざまな生き方につい

て考えよう
プロフェッショナルたち

8偶寺岡 (説 6占2)

教科書 :P″ 10～ 225

【言葉の力】

文章を読み、考えを広げたり

深めたりする

1既習事項との関週
書かれていることを多角的に

捉える。(5年「『弱いロボット』
だからできること」)

0文章を読んで,そこに書かれた人物の生き
方や考え方から,自 分の将来や生き方につ
いて考えることができる。

◇教材文を読み1自 分の考える「プロフェッショ

ナル」について文章にまとめる。C(2,ア

つかむ

1 文章に挙げられているプロフェッショナル

の生き方から自分の将来や生き方につい

て考えるという学習課題を明確にし,学習
の見通しを立てる。

取り組む

2 「プロフェッショナルたち」を読んで,3人の

プロフェッショナルたちについて書かれて

いることを整理する。

3 3人のプロフェッショナルたちが,それぞ

れどんな思いや考えを持って仕事に取り

組んでいるかについて考える。
4 3人の考え方や行動を比べたり,自 分はど

んな「プロフェッショナル」になりたいか考

えたりして,自 分が考える「プロフェッショ

ナル」について文章にまとめる。
5 書いた文章を読み合つて,感想を伝え合

う。

振り返る

6 文章を読んだことからどのよう1こ 自分の考

えを広げたり深めたりしたのかを振り返り,

身についた「言葉の力」を確かめて,日 常

生活の中で生かす意識を高める。

【知・技】
・情報と情報との関係付けの仕方,図な

どによる語句と語句との関係の表し方を

理解し,使つている。12)イ

【思・判・表】
。「読むこと」|こ おいて,文章を読んで理

解したことに基づいて,自 分の考えをま

とめている。C(1)オ

◎「読むこと」において,文章を読んでま

とめた意見や感想を共有し,自 分の考

えを広げている。C(1)カ

。「書くこと」において,自 分の考えが伝わ

るように書き表し方を工夫している。
B(1)ウ

【主】
。これまでに学習したことを振り返って学

習課題を明確にし,粘り強く自分の考

えを広げて深めながら,文 章を読もうと

している。

・道徳科で,働 く
ということをにつ
いて,互いの意
見を話し合う。

・自分の考えを
広げるために,

情報を吟味す
る。(情 報活用

能力)
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月
単元・教材

既習事項との間違

●単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との間違

2

言葉の学習をふり返る

4H手 I:爾 (1年4)

教科密:P226～ 230

1既習事項との関割
・文のつながり,文末表現。

(6年「文と文とのつながり」)

。比喩や繰り返しなどの表現

の工夫。(6年「表現をくふう

する」)

0これまでの言葉の学習を確かめながら,よ

りよい表現の工夫について考えて,活用す

ることができる。
◇これまでの学習を振り返りながら,表現をエ

夫して文章を書く。

つかむ

1 これまでの学習を振り返つて,よ りよい表

現の工夫について考えて活用するという

学習課題を明確にし,学習の見通しを立

てる。

取り組む

2 文の組み立てやつながりを分かりやすく

する方法を捉える。

3 文を分かりやすく書く方法を提える。

4 文章全体を分かりやすく整理する方法を

捉える。

振り返る

5 どのような表現の工夫が,どんなときに生

かせるのかを振り返って,これからの学習

や生活に生かしていく意識を高める。

【知・技】
・言葉には,相手とのつながりをつくる働

きがあることに気付いている。(1)ア

・文の中での語句の係り方や語順,文と

文との接続の関係,話や文章の構成や

展開を理解している。(1)カ

【思・判・表】

◎「書くこと」1こ おいて,筋道の通つた文

章となるよう1こ ,文章全体の構成や展

開を考えている。B(1}イ

・「書くこと」において,文 章全体の構成

や書き表し方などに着目して,文や文

章を整えている。B(1)オ

【主】
・学習してきたことを確かめながら学習課

題を明確にし,進んで文章全体の構成

や展開を考えながら文書を書こうとして

いる。

社会科で,調
べたことをもと

に,自 分の考え

を書く。

2

「卒業文集」を作ろう

5時「
開

教科書:P232～ 237

【言葉の力】

思いを伝える文章を書く

1既習事項との関劇
文章のよさを見つけて生か

す。(5年「『わたしの文章見

本帳』を作ろう」)

0小学校6年間の経験を振り返り,伝 えたい

思いや考えを文章にまとめることができる。

◇6年間の経験から学んだことを文章に書き,

文集を作る。B(2)ウ

つかむ

1 これまでの学習や小学校生活を振り返つ

て,思いを伝える文章を書くという学習課

題を確かめ,学習の見通しを立てる。

取り組む

2 6年間の経験から,書くことを探す。

3 どのような出来事を取り上げるかを考え,

文章の構成を整理する。

4 表現を工夫して文章を書く。

5 感想を伝え合う。

6 書いた文章を,文集にまとめる。

振り返る

7 どのような正夫をして文章を書いたかを振

り返り,身につけた「言葉の力」を確かめ

て,これからの学習や生活に生かそうとい

う意識を高める。

【知・技】
・文や文章の中で漢字と仮名を適切に

使い分けているとともに,送り仮名や仮

名遣いに注意して正しく書いている。(1)

ウ

【思・判・表】
。「書くこと」において,目 的や意図に応じ

て,感じたことや考えたことなどから書く

ことを選び,集めた材料を分類したり関

係付けたりして,伝えたいことを明確に

している。B(1)ア

・「書くこと」においで,目 的や意図に応じ

て簡単に書いたり詳しく書いたりしてい

る。B(1)ウ

◎「書くこと」において,文章に対する感

想や意見を伝え合い,自 分の文章のよ

いところを見付けている。B(1)カ

【主】
。これまでの学習を振り返って学習課題

を明確にし,見通しを持って,進んで文

章に対する感想や意見を伝え合いなが

ら,文集の文章を書こうとしている。
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月
単元・散材

既習事項との関連

●単元のねらい/◇言語活動
主な学習活動

単元の評価規準

(学習指導要領との対応)
他教科等との間違

2

聞いてほしい、この思い

5田寺開 (言舌聞5)

教科書 :P,238～ 211

【言葉の力】

思いが伝わるよう|こ話す

1既習事項との関劇
・伝えたいことが印象に残る

ように話す。(5年「伝えた
い,心に残る言葉J)

・思いを伝える文章を蕃く。

(6年『「卒業文集」を作ろ

う』)

0自分の思いが伝わるように,聞き手の興味・

関心に応じて表現を工夫し,話 の構成を考
えて話すことができる。

◇6年間で経験した出来事について考えたこ

とをスピーチをする。

つかむ

1 これまでの学習を振り返り,思いが伝わる

ようなスピーチをするという学習課題を確

かめ,学習の見通しを立てる。

取り組む

2 思いを伝えたい相手を決め,「 卒業文集」

を読み返す。
3 スピーチの組み立てや工夫を考えて練習

する。

4 スピーチをする。

振り返る

5 思いを伝えるためにどんな工夫をしてスピ

ーチをしたかを振り返って,身 につけた
「言葉の力」がどんな場面に役立つかを考

え,これからの学習に生かそうとする意識

を高める。

【知・技】
。話し言葉と書き言葉のそれぞれの特色

や役害1に気付いている。(1)イ

【思・半J・ 表】
。「話すこと・聞くこと」|こおいて,話の内

容が明確になるように,事実と感想,意

見とを区別しながら,話の構成を考えて

いる。A(1)イ

◎「話すこと。聞くこと」において,相 手や

目的を意識して,自 分の考えが伝わる

ように表現を工夫している。A(1)ウ

【主】
。これまでの学習や経験を振り返つて学

習課題を明確にし,見通しを持って粘り

強く自分の考えが伝わるような表現の

工夫を考えて,スピーチをしようとしてい

る。

総合的な学習
の時間の発表。

3

未来に向かつて

君たちに伝えたいこと/
春に

4例キilll(説 2き 2)

教科書:P″ 4″～253

0文章と詩を読んで,自 分の考えを広げたり

深めたりすることができる。

◇自分の感じたことを伝え合う。C(2)イ

つかむ

1 これまでの学習を振り返って学習課題を

明確にし,学習の見通しを立てる。

取り組む

2 「君たちに伝えたいこと」を読み,筆者のメ

ッセージについて考え,考えたことを友達

と伝え合う。

3「 春に」を読み,作品からどのようなことを

感じたり考えたりしたかを確かめる。

振り返る

4 二つの作品を読んで考えたことを文章に

まとめ,単元の学習を振り返る。

【知・技】
・読者として自分が思ったことや考えたこ

とを踏まえて朗読している。(1)ク

【思・判・表】
。「読むこと」|こ おいて,文章と詩を読ん

で理解したことに基づいて,自 分の考

えをまとめている。C(1)オ

◎「読むこと」において,文 章と詩を読ん

でまとめた意見や感想を共有し,自 分
の考えを広げている。C(1)カ

。「書くこと」において,事実と感想,意 見

とを区別して書くなどして,書き表し方

を工夫している。B(1)ウ

【主】
・自分の経験や小学校生活を振り返つて

学習課題をVとかめ,見通しを持って積

極的に意見や感想を共有して伝え合

おうとしている。

6年 -14




